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運用実績（概要）

運用収益額 ＋７．１３億円
（第２四半期）

運用利回り ＋０．１０％
（第２四半期）

年金積立金は長期的な運用を行うものであり、その運用状況も長期的に判断することが必要です。

（注１）第２四半期の収益率は期間率です。
（注２）収益率及び収益額は、当該期間中に精算された運用手数料等を控除したものです。
（注３）実現収益額は、売買損益及び利息・配当金収入等です。
（注４）上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。

運用資産残高 ７，１０２億円
（第２四半期末）

実現収益率（簿価）

実現収益額（簿価）

簿価
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市場環境

○日本１０年国債利回りの推移

○国内債券市場

１０年国債利回りは、日銀が大規模な金融緩和政策を維持したことなどから、８月上旬に０．１６％まで低下しました。
その後、インフレ懸念からＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）による大幅な金融引き締め観測が強まると米長期金利に連れ
て上昇基調となり、９月中旬に日銀の長期金利誘導目標上限の０．２５％を付けました。日銀の連続指値オペにより残存
１０年以下の金利は抑えられた一方で、超長期ゾーンの金利は大きく上昇しました。

（出所）Bloomberg

令和4年3月末 令和4年6月末 令和4年7月末 令和4年8月末 令和4年9月末

国内債券 10年国債利回り　（％） 0.21 0.23 0.18 0.22 0.24
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資産構成割合

（注１）上記数値は四捨五入のため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。
（注２）国内債券には、貸付金を含んでいます（国内債券に占める割合７．２％）。
（注３）ファンドで保有する短期資産は、原則として該当する資産区分に計上しています。
（注４）上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。

資産ごとの構成割合（簿価）は以下のとおりです。

（単位：％）

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末
第４四半期末
（年度末）

100.0 100.0 100.0 － －

うち短期資産 (1.5) (0.5) (0.5) － －

100.0 100.0 100.0 － －

令和４年度

令和３年度末

合計

基本
ポートフォリオ

国内債券

100.0 
国内債券

100.0%

第２四半期末 資産構成割合

(うち短期資産 0.5%)
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（参考）令和３年度 資産構成割合

（注１）上記数値は四捨五入のため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。
（注２）国内債券には、貸付金を含んでいます（国内債券に占める割合８．７％）。
（注３）ファンドで保有する短期資産は、原則として該当する資産区分に計上しています。

（単位：％）

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末
第４四半期末
（年度末）

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

うち短期資産 (1.7) (0.7) (0.7) (0.7) (1.5) 

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

令和３年度

令和２年度末

合計

基本
ポートフォリオ

国内債券

100.0 
国内債券

100.0%

令和３年度末 資産構成割合

(うち短期資産 1.5%)
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運用利回り

令和４年度第２四半期の実現収益率は、資産全体で０．１０％ となりました。
退職等年金給付組合積立金で保有する国内債券は、満期持ち切りを前提とするため、簿価評価としています。

（注１）各四半期の収益率は期間率です。
（注２）「年度計」は令和４年度第２四半期までの収益率です。
（注３）国内債券には、貸付金を含んでいます。
（注４）実現収益率及び修正総合収益率は、当該期間中に精算された運用手数料等を控除したものです。
（注５）修正総合収益率は、実現収益率に仮に時価評価を行った場合の評価損益の増減を加味したものです。
（注６）上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。

実現収益率の推移

（単位：％）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

0.10 0.10 － － 0.20 

0.10 0.10 － － 0.20 

うち短期資産 (0.00) (0.00) － － (0.00) 

（参考） （単位：％）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

▲1.35 ▲0.84 － － ▲2.17 修正総合収益率

令和４年度

実現収益率

令和４年度

国内債券

0.10% 0.10%

0.00% 0.00%

0.20%

0.00%

0.10%

0.20%

0.30%

0.40%

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

各四半期

累計
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0.10% 0.10% 0.10% 0.10%

0.21%

0.31%

0.41%

0.00%

0.10%

0.20%

0.30%

0.40%

0.50%

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

各四半期

累計

（注１）各四半期の収益率は期間率です。
（注２）貸付金は、国内債券に含んでいます。
（注３）実現収益率及び修正総合収益率は、当該期間中に精算された運用手数料等を控除したものです。
（注４）修正総合収益率は、実現収益率に仮に時価評価を行った場合の評価損益の増減を加味したものです。

実現収益率の推移

（単位：％）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

0.10 0.10 0.10 0.10 0.41 

0.10 0.10 0.10 0.10 0.41 

うち短期資産 (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) 

（参考） （単位：％）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

0.63 0.11 ▲0.07 ▲1.56 ▲1.04 修正総合収益率

令和３年度

実現収益率

令和３年度

国内債券

（参考）令和３年度 運用利回り
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運用収益額

令和４年度第２四半期の実現収益額は、資産全体で７．１３億円となりました。
退職等年金給付組合積立金で保有する国内債券は、満期持ち切りを前提とするため、簿価評価としています。

（注１）「年度計」は令和４年度第２四半期までの収益額です。
（注２）国内債券には、貸付金を含んでいます。
（注３）実現収益額及び総合収益額は、当該期間中に精算された運用手数料等を控除したものです。
（注４）実現収益額は、売買損益及び利息・配当金収入等です。
（注５）総合収益額は、実現収益額に仮に時価評価を行った場合の評価損益の増減を加味したものです。
（注６）上記数値は四捨五入のため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。
（注７）上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。

実現収益額の推移

（単位：億円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

6.70 7.13 － － 13.83 

6.70 7.13 － － 13.83 

うち短期資産 (0.00) (0.00) － － (0.00) 

（参考） （単位：億円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

▲89.57 ▲57.44 － － ▲147.01 総合収益額

令和４年度

実現収益額

令和４年度

国内債券

6.70 7.13

0.00 0.00

13.83

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

各四半期

累計

(億円)
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（参考）令和３年度 運用収益額

（注１）実現収益額及び総合収益額は、当該期間中に精算された運用手数料等を控除したものです。
（注２）実現収益額は、売買損益及び利息・配当金収入等です。
（注３）貸付金は、国内債券に含んでいます。
（注４）総合収益額は、実現収益額に時価評価による評価損益の増減を加味したものです。
（注５）上記数値は四捨五入のため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。

実現収益額の推移

（単位：億円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

5.94 6.12 6.29 6.48 24.83 

5.94 6.12 6.29 6.48 24.83 

うち短期資産 (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) (0.00) 

（参考） （単位：億円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度計

35.50 6.75 ▲4.13 ▲101.68 ▲63.56 総合収益額

令和３年度

実現収益額

令和３年度

国内債券

5.94 6.12 6.29 6.48

12.06

18.35

24.83

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

各四半期

累計

(億円)
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資産額

（注１）上記数値は四捨五入のため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。
（注２）時価総額及び評価損益は、仮に時価評価を行った場合の参考です。なお、評価損益には、未収収益を含んでいます。
（注３）ファンドで保有する短期資産は、原則として該当する資産区分に計上しています。
（注４）国内債券には、貸付金（簿価５０９億円）を含んでいます。
（注５）上記数値は速報値のため、年度末の決算等において、変更になる場合があります。

資産ごとの簿価、時価総額及び評価損益は以下のとおりです。

（単位：億円）

今年度

簿価
時価
総額

評価
損益

簿価
時価
総額

評価
損益

簿価
時価
総額

評価
損益

簿価
時価
総額

評価
損益

簿価
時価
総額

評価
損益

6,646 6,574 ▲71 6,779 6,617 ▲162 7,102 6,871 ▲230 － － － － － －

うち短期資産 (99) (99) (0) (34) (34) (0) (32) (32) (0) － － － － － －

6,646 6,574 ▲71 6,779 6,617 ▲162 7,102 6,871 ▲230 － － － － － －

第３四半期末 第４四半期末（年度末）
令和３年度末

令和４年度

国内債券

合計

第１四半期末 第２四半期末
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（参考）令和３年度 資産額

（注１）上記数値は四捨五入のため、各数値の合算は合計値と必ずしも一致しません。
（注２）時価総額及び評価損益は、仮に時価評価を行った場合の参考です。
（注３）貸付金は、国内債券に含んでいます。
（注４）ファンドで保有する短期資産は、原則として該当する資産区分に計上しています。

（単位：億円）

今年度

簿価
時価
総額

評価
損益

簿価
時価
総額

評価
損益

簿価
時価
総額

評価
損益

簿価
時価
総額

評価
損益

簿価
時価
総額

評価
損益

5,609 5,626 17 5,743 5,795 51 6,071 6,120 49 6,266 6,308 42 6,646 6,574 ▲71

うち短期資産 (98) (98) (0) (40) (40) (0) (42) (42) (0) (41) (41) (0) (99) (99) (0)

5,609 5,626 17 5,743 5,795 51 6,071 6,120 49 6,266 6,308 42 6,646 6,574 ▲71

国内債券

合計

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 第４四半期末（年度末）
令和２年度末

令和３年度


